
調査年月日 令和３年 4月 29日（木・祝） 天候 雨 

調査時間 9：00    ～   11:45 調査者 11名 

 飛来状況を記入 

人 

工 

干 

潟 

盛 土 Ａ コチドリ２、シロチドリ１、ソリハシシギ４ 

盛 土 Ｂ マガモ２，カルガモ２，スズガモ２，イソシギ２、セグロセキレイ１ 

盛 土 Ｃ オカヨシガモ１、ヒドリガモ２７、ハシビロガモ３、オナガガモ１ 

盛 土 Ｄ コガモ２，カワウ６，アオサギ７，チュウシャクシギ２５，キアシシギ４ 

河 口 干 潟 コサギ１，シロチドリ４、イソシギ１、カワセミ１，ハクセキレイ３ 

背  後  地 

北淡水池：カルガモ４、コガモ６、バン１(巣作り中)、タシギ１ 

埋立地（草地）：ヒバリ５、ツバメ１０、ホオアカ２、セッカ１０ 

東南の池：マガモ１，ホシハジロ１，キンクロハジロ９，スズガモ１，カイツブリ

１、セイタカシギ１ 

ヨシ原：オオヨシキリ２、オオジュリン１ 

埋立地：ダイサギ２、シロチドリ４（ひな2）、ミサゴ２、トビ２、コアジサシ５ 

公園：キジバト２、ハシボソガラス２，ハシブトガラス1、ヒヨドリ５、スズメ20、ム

クドリ５、ツグミ２ 

伝達事項など（気づきやトピックス）

RDB種の「コアジサシ」用シェルターとデコイ

各13個を4月20日設置した。本日コアジサシ

の渡来を確認した。後背地埋立地で繁殖を

開始する際に繁殖の成功に寄与することが

期待できる。 

鳥類調査の実施エリア 

河口干潟 
調査ルート 

人工干潟 

背後地 盛土Ａ 

盛土Ｂ 

盛土Ｃ 

盛土Ｄ 



調査年月日 天候 参考調査

調査時間 5月5日

目名 科名 名称 人工干潟 河口干潟 背後地 合計 合計

カモ目 カモ科 オカヨシガモ 1 1

ヨシガモ 2

ヒドリガモ 27 27 3

マガモ 2 1 3 2

カルガモ 2 4 6 3

ハシビロガモ 3 3

オナガガモ 1 1

コガモ 2 6 8

ホシハジロ 1 1

キンクロハジロ 9 9 4

スズガモ 2 1 3 1

カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ 1 1 2

ハト目 ハト科 キジバト 2 2 2

ペリカン目 ウ科 カワウ 6 6 13

コウノトリ目 サギ科 アオサギ 7 7 9

ダイサギ 2 2 2

コサギ 1 1 2

ツル目 クイナ科 バン 1 1 1

オオバン 1

チドリ目 チドリ科 コチドリ 2 2 2

シロチドリ 1 4 4 9 3

メダイチドリ 3

セイタカシギ科 セイタカシギ 1 1

シギ科 タシギ 1 1

チュウシャクシギ 25 25 8

ソリハシシギ 4 4 3

キアシシギ 4 4 13

イソシギ 2 1 3 1

キョウジョシギ 1

トウネン 6

ウズラシギ 2

カモメ科 ウミネコ 1

コアジサシ 5 5 14

タカ目 タカ科 ミサゴ 2 2 4

トビ 2 2 2

ブッポウソウ目 カワセミ科 カワセミ 1 1

スズメ目 カラス科 ハシボソガラス 2 2 2

ハシブトガラス 1 1 1

ツリスガラ科 ツリスガラ 4

ヒバリ科 ヒバリ 5 5 10

ツバメ科 ツバメ 10 10 10

コシアカツバメ 1

ヒヨドリ科 ヒヨドリ 5 5 4

ヨシキリ科 オオヨシキリ 2 2 2

セッカ科 セッカ 10 10 10

ムクドリ科 ムクドリ 5 5 4

ヒタキ科 ツグミ 2 2

イソヒヨドリ

スズメ科 スズメ 20 20 10

セキレイ科 ハクセキレイ 3  3 2

セグロセキレイ 1 1 1

アトリ科 カワラヒワ 2

ホオジロ科 ホオアカ 2 2 2

オオジュリン 1 1

 個体数計 92 10 108 210 175

 観察種数 17 5 28 43 43

その他　　　　　

令和3年  4月  29日(木・祝） 雨

9:00 　～　 11:45 潮汐 　干潮17:13  満潮10:51　　中潮



◆調査写真◆

カルガモ      

コガモ     



◆調査写真◆

コチドリ

セイタカシギ



◆調査写真◆ 

チュウシャクシギ 

バン



◆調査写真◆

ミサゴ 



調査年月日 令和 3年 9月 19日（日） 天候 晴れ 

調査時間 9:00   ～   11：00 調査参加人数 11名 

 飛来状況を記入 

人 

工 

干 

潟 

盛 土 Ａ  

盛 土 Ｂ  

盛 土 Ｃ ダイサギ１、イソヒヨドリ２ 

盛 土 Ｄ キアシシギ１、ソリハシシギ３，イソシギ５ 

河 口 干 潟 
カンムリカイツブリ２、カワウ３５、コサギ１５、ユリカモメ１，ウミネコ４５、

コシアカツバメ１ 

背  後  地 

埋立地池：カルガモ2、ダイサギ１、オオバン１ 

埋立地陸地：アオサギ１５、ミサゴ４、トビ１０、ハシボソガラス６、ハシ

ブトガラス２、ヒバリ２０、ツバメ１、セッカ１、スズメ５、ハクセキレイ２、

セグロセキレイ１、ホオジロ１ 

埋立地以外（海上、公園他）：キジバト２、ハチクマ５０、ヒヨドリ１、ムク

ドリ１ 

伝達事項など（気づきやトピックス） 

 9月調査の主要な野鳥のシギ・チドリ類

は、3種（キアシシギ、ソリハシシギ、イソシ

ギ）であった。 

なお、８月２８日に観察した際の、シギ・チ

ドリ類も3種（タカブシギ、キアシシギ、イソ

シギ）であった。 

10月3日には人工干潟で採餌するカワ

ウ550羽の群れが見られた。ほかにヒドリ

ガモ１４羽、オオセグロカモメ、ウミネコ

等。 

鳥類調査の実施エリア 

河口干潟 
調査ルート 

人工干潟 

背後地 盛土Ａ 

盛土Ｂ 

盛土Ｃ 

盛土Ｄ 



調査年月日 天候

調査時間

目名 科名 名称 人工干潟 河口干潟 埋立地 埋立地以外 合計

カモ目 カモ科 オカヨシガモ

ヒドリガモ

マガモ

カルガモ 2 2

ハシビロガモ

オナガガモ

コガモ

ホシハジロ

キンクロハジロ

スズガモ

ウミアイサ

カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ

カンムリカイツブリ 2 2

ハジロカイツブリ

ハト目 ハト科 キジバト 2 2

ペリカン目 ウ科 カワウ  35  35

ペリカン目 サギ科 ササゴイ

アオサギ  15 15

ダイサギ 1 1 2

コサギ 15 15

ツル目 クイナ科 バン

オオバン 1 1

チドリ目 チドリ科 タゲリ

ムナグロ

コチドリ

シロチドリ

メダイチドリ

セイタカシギ科 セイタカシギ

シギ科 タシギ

オオソリハシシギ

チュウシャクシギ

アオアシシギ

クサシギ

タカブシギ

キアシシギ 1 1

ソリハシシギ 3 3

イソシギ 5 5

トウネン

キョウジョシギ

ハマシギ

オバシギ

ツバメチドリ科 ツバメチドリ

カモメ科 ユリカモメ 1 1

ズグロカモメ

ウミネコ 45 45

カモメ

セグロカモメ  

コアジサシ

タカ目 ミサゴ科 ミサゴ 4 4

ワタカ科 トビ  10 10

ハチクマ 50 50

令和　３年  9月 19日 （日） 晴れ

9：00 　～　 11：00 　潮汐 　　干潮 4:45  満潮　10:51



ブッポウソウ目 カワセミ科 カワセミ

ハヤブサ目 ハヤブサ科 ハヤブサ

スズメ目 モズ科 モズ

カラス科 ハシボソガラス 6 6

ハシブトガラス 2 2

シジュウカラ科 シジュウカラ

ヒバリ科 ヒバリ 20 20

ツバメ科 ツバメ 1 1

コシアカツバメ 1  1

ヒヨドリ科 ヒヨドリ 1 1

ヨシキリ科 オオヨシキリ

セッカ科 セッカ 1 1

ムクドリ科 ムクドリ 1 1

ヒタキ科 ツグミ

イソヒヨドリ 2 2

ジョウビタキ

スズメ科 スズメ 5 5

セキレイ科 ハクセキレイ  2 2

セグロセキレイ  1 1

タヒバリ

アトリ科 カワラヒワ  

ホオジロ科 ホオジロ 1 1

オオジュリン

ホオアカ

種数 5 6 15 4 29

（人工干潟
北から盛土
Ａ，Ｂ，
Ｃ，Ｄ）

池、陸地 公園等その他
個体数の記入ありは、今回出現した鳥



調査年月日 天候

調査時間

目名 科名 名称 人工干潟 河口干潟 埋立地 埋立地以外 合計

カモ目 カモ科 オカヨシガモ

ヒドリガモ 8 6 14

マガモ

カルガモ 2 2

ハシビロガモ

オナガガモ

コガモ

ホシハジロ

キンクロハジロ

スズガモ

ウミアイサ

カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ 2 2

カンムリカイツブリ

ハジロカイツブリ

ハト目 ハト科 キジバト 4 4

ペリカン目 ウ科 カワウ 550 10  560

ペリカン目 サギ科 ササゴイ

アオサギ 10  10

ダイサギ 6 6

コサギ 20 20

ツル目 クイナ科 バン

オオバン 1 1

チドリ目 チドリ科 タゲリ

ムナグロ

コチドリ

シロチドリ

メダイチドリ

セイタカシギ科 セイタカシギ

シギ科 タシギ

オオソリハシシギ

チュウシャクシギ

アオアシシギ

クサシギ

タカブシギ

キアシシギ

ソリハシシギ

イソシギ 1 1

トウネン

キョウジョシギ

ハマシギ

オバシギ

ツバメチドリ科 ツバメチドリ

カモメ科 ユリカモメ

ズグロカモメ

ウミネコ 82 82

カモメ

セグロカモメ 18 18

コアジサシ

タカ目 ミサゴ科 ミサゴ 5 5

ワタカ科 トビ 4 4

ハチクマ

令和　3年 10月 3日 （日） 快晴

9：00 　～　 11：00 　潮汐 　　 満潮　8：42　　干潮　15：06 



ブッポウソウ目 カワセミ科 カワセミ 2 2

ハヤブサ目 ハヤブサ科 ハヤブサ

スズメ目 モズ科 モズ 2 2

カラス科 ハシボソガラス 10 10

ハシブトガラス 4 4

シジュウカラ科 シジュウカラ

ヒバリ科 ヒバリ 4 4

ツバメ科 ツバメ 3 3

コシアカツバメ  

ヒヨドリ科 ヒヨドリ 2 2

ヨシキリ科 オオヨシキリ

セッカ科 セッカ 2 2

ムクドリ科 ムクドリ  

ヒタキ科 ツグミ

イソヒヨドリ 1 1

ノビタキ 8 8

スズメ科 スズメ 20 20

セキレイ科 ハクセキレイ   2 2

セグロセキレイ   1 1

タヒバリ

アトリ科 カワラヒワ  

ホオジロ科 ホオジロ

オオジュリン

ホオアカ 1 1

種数 3 7 18 2 28

（人工干潟
北から盛土
Ａ，Ｂ，
Ｃ，Ｄ）

池、陸地 公園等その他
個体数の記入ありは、今回出現した鳥



◆調査写真◆

ウミネコ     

オオセグロカモメ



◆調査写真◆ 

カワウ・クロサギ 

カワウの群れ



◆調査写真◆ 

ダイサギ・アオサギ・コサギ・カワウ 

人工干潟



◆調査写真◆

埋立地内 



調査年月日 令和3年12月25（日） 天候 雪・晴れ 

調査時間 9：00    ～  11：00 調査者 探鳥会参加者16名 

 飛来状況を記入 

人 

工 

干 

潟 

盛 土 Ａ オカヨシガモ20、ヒドリガモ76、マガモ12 

盛 土 Ｂ オカヨシガモ100、ウミアイサ4、カンムリカイツブリ2 

盛 土 Ｃ キンクロハジロ1、スズガモ230、ホオジロガモ２ 

盛 土 Ｄ カワウ8、アオサギ8、コサギ2、クロツラヘラサギ１、タヒバリ１ 

河 口 干 潟 

河川水面：オカヨシガモ16、ヨシガモ1、ヒドリガモ210、マガモ86、カ

ルガモ96、オナガガモ88、ホシハジロ55、ウミアイサ8、カンムリカイツ

ブリ8、ユリカモメ140、カモメ6、セグロカモメ3 

河口干潟：コサギ2、イソシギ2、ハシボソガラス5、ハクセキレイ２ 

背  後  地 

みずとりの浜公園、海上

を含む 

埋立地北の淡水池：コガモ５、オオバン１ 

埋立地水面：カイツブリ８ 

アシ原：ベニマシコ３、オオジュリン１０ 

埋立地陸地： アオサギ２、ミサゴ６、トビ２、モズ１、ハシボソガラス５、 

ハシブトガラス２、ツグミ２、ジョウビタキ１、スズメ５、ハクセキレイ２、 

カワラヒワ３、ホオジロ１ 

みずとりの浜公園：キジバト２、ヒョドリ４、ムクドリ２ 

藤垂園宅地：イソヒヨドリ１  

伝達事項など（気づきやトピックス・・） 

 コロナ対策で参加者を野鳥の会会員に限定

した探鳥会（１６名）参加者により調査した。 

 珍しい鳥、クロツラヘラサギ＊を盛土Dで観

察した。 

＊クロツラヘラサギ 2021年1月現在 

世界で5,222羽、日本で570羽(ほとんどが九州と山

口県で観察された) 

鳥類調査の実施エリア 

河口干潟 
調査ルート 

人工干潟 

背後地 盛土Ａ 

盛土Ｂ 

盛土Ｃ 

盛土Ｄ 



調査年月日 天候
調査時間

目名 科名 名称 人工干潟 河口干潟 背後地 合計

ガンカモ目 ガンカモ科 オカヨシガモ 120 16 136
ヨシガモ 1 1
ヒドリガモ 76 210 286
マガモ 12 86 98
カルガモ 96 96
オナガガモ 88 88
コガモ 5 5
ホシハジロ 55 55
キンクロハジロ 1 1
スズガモ 230 230
ホオジロガモ 2 2
ウミアイサ 4 8 12

カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ 8 8
カンムリカイツブリ 2 8 10

ハト目 ハト科 キジバト 2 2
ペリカン目 ウ科 カワウ 8 8

サギ科 アオサギ 8 2 10
コサギ 2 2 4

トキ科 クロツラヘラサギ 1 　 1
ツル目 クイナ科 オオバン 1 1
チドリ目 シギ科 イソシギ 2 2

カモメ科 ユリカモメ 140 140
カモメ 6 6
セグロカモメ 3 3

ワシタカ目 ワシタカ科 ミサゴ 6 6
トビ 2 2

スズメ目 モズ科 モズ 1 1
カラス科 ハシボソガラス 5 5 10

ハシブトガラス 2 2
ヒヨドリ科 ヒヨドリ 4 4
ムクドリ科 ムクドリ 2 2
ヒタキ科 ツグミ 2 2

ジョウビタキ 1 1
イソヒヨドリ 1 1

スズメ科 スズメ 5 5
セキレイ科 ハクセキレイ 2 2 4

タヒバリ 1 1
アトリ科 カワラヒワ 3 3

ベニマシコ 3 3
ホオジロ科 ホオジロ 1 1

オオジュリン 10 10
種数計 13 16 21 41

令和3年 12月 25日（日）  雪・晴れ
9：00 　～　 11：00 潮汐 　　　干潮  9:22　　満潮  16:07(小潮）

記事
珍鳥、クロツラヘラサギを盛土Dで観察した。
＊クロツラヘラサギ　2021年1月現在　世界で5,222羽、日本で570羽(ほとんどが九州と山口県で観
察)



◆調査写真◆

クロツラヘラサギ     

クロツラヘラサギ



◆調査写真◆ 

カワウ 

人工干潟


